●名古屋支部　　　　　　2011年5月14日(土) 14：00～16:30
会場：名古屋市西生涯学習センター　第3集会室

参加者：吉田孝次、田中利彦、長谷部孝男、清野千代子、伊賀正夫、池村俊彦、木村達也（7名）

主な話題：

1.小島信久さん超新星2011bc独立発見について(吉田)
名古屋支部ホームページで公開されていますのでご覧ください。

2.月面課の活動にあたって(長谷部)　
活動方針について天界掲載用の原稿を作りました。(天界に掲載される予定です。) 
3.OAAホームページについて(池村)
　http://zetta.jpn.ph/OAA/　へアクセスしてください。
4. 土星の白斑その後(池村)
　2010年12月10日明け方に発生が確認されたときと、最近の写真を比較してみました。

　大きさは、ほとんど同じ様に見えます。

6.観測報告のあり方などを考えてみました。(池村)
他の人の研究分析に役立つことを期待して報告すること。

種類としては、画像報告、数値報告、観測のための予報と近況、研究レポートの4種類だと思われます。

7.金子先生とOAA名古屋支部(伊賀）
OAA名古屋支部会報第1号に掲載されている情報によると、
東亜天文学会東海支部は1955年9月に名古屋支部と豊橋支部に分かれました。　
これが名古屋支部の始まりと考えるのが最も正しいようです。

8.生涯学習センターのグループ登録について(池村)
　自然科学に分類されるべきですね。
詳しくはOAA名古屋支部（http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/）でご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：池村俊彦
